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は
じ
め
に

一　

和
歌
山
県
岩
出
市
大
門
池
訴
訟
の
経
過

（
1
）
訴
訟
に
至
る
ま
で
の
経
過

（
2
）
第
一
次
訴
訟
―「
固
有
必
要
的
共
同
訴
訟
」
論
を
め
ぐ
る
形
式
的
審
理

（
3
）
第
一
次
訴
訟
―
差
戻
後
の
実
質
審
理

（
4
）
第
二
次
訴
訟
―
地
役
入
会
権
の
権
能
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
（
以
上
本
号
）

二　

大
門
池
訴
訟
一
連
の
判
決
を
ど
の
よ
う
に
見
る
べ
き
か
―
…
…
…
…
…（
以
下
次
号
）

む
す
び

は　

じ　

め　

に

　

入
会
（
い
り
あ
い
）
権
は
、
慣
習
に
も
と
づ
い
て
成
立
す
る
権
利
の
代
表
的
な
形
態
で
あ
る
。
近
年
、
入
会
権
の
あ
り
方
が
環
境
保
全
の
機

和
歌
山
県
岩
出
市
大
門
池
訴
訟
の
総
括
的
検
討
（
一
）

│
│
試
練
に
さ
ら
さ
れ
る
入
会
裁
判
│
│

矢　
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雄
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能
を
営
む
と
し
て
、
脚
光
を
あ
び
つ
つ
あ
る
。
持
続
可
能
性
の
あ
る
地
球
環
境
を
保
全
す
る
た
め
、
公
共
財
と
し
て
の
自
然
を
大
切
に
し
よ
う

と
す
る
い
わ
ゆ
る
〝
コ
モ
ン
ズ
論
〞
の
潮
流
も
、
こ
の
傾
向
を
あ
と
押
し
し
て
い
る
。

　

し
か
し
他
方
で
、
こ
の
入
会
権
の
環
境
保
全
＝
開
発
抑
制
作
用
を
何
と
か
薄
め
よ
う
と
か
、
あ
る
い
は
よ
り
積
極
的
に
入
会
権
の
弱
体
化
・

消
滅
を
図
っ
て
い
こ
う
と
す
る
動
き
も
強
ま
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。

　

私
は
、「
入
会
林
野
近
代
化
法
の
五
十
年
と
研
究
者
の
軌
跡（1
）」
に
お
い
て
、
二
〇
〇
一
年
「
森
林
・
林
業
基
本
法
」
の
成
立
を
皮
切
り
に
、
森

林
・
林
業
政
策
お
よ
び
法
制
の
変
貌
が
進
行
し
て
お
り
、
二
〇
一
六
年
「
森
林
組
合
法
改
正
」（
生
産
森
林
組
合
制
度
の
抜
本
的
改
正
）
も
そ
の

流
れ
の
延
長
上
に
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
論
じ
た
。
さ
ら
に
そ
の
後
も
、
二
〇
一
八
年
「
森
林
経
営
管
理
法（2
）」、
同
年
「
所
有
者
不

明
土
地
特
別
措
置
法
」、
二
〇
一
九
年
「
表
題
部
所
有
者
不
明
土
地
の
登
記
及
び
管
理
の
適
正
化
法（3
）」
の
制
定
と
、
そ
の
流
れ
は
急
速
に
勢
い
を

強
め
つ
つ
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
国
家
の
森
林
・
林
業
に
関
す
る
立
法
・
行
政
分
野
の
変
貌
は
顕
著
で
あ
る
。
は
た
し
て
こ
れ
に
呼
応
し
よ
う
と
の
意
図
か
ら

か
、
そ
れ
と
も
別
の
要
因
が
働
い
て
い
る
の
か
定
か
で
は
な
い
が
、
入
会
の
か
ら
む
訴
訟
事
件
の
司
法
判
断
に
あ
た
っ
て
、
入
会
権
の
認
定
に

高
い
ハ
ー
ド
ル
を
課
し
て
そ
の
認
定
を
拒
否
し
た
り
、
入
会
権
の
機
能
を
減
縮
す
る
一
方
、
逆
に
入
会
地
の
処
分
に
つ
い
て
は
要
件
を
緩
和
し

て
開
発
を
容
易
に
す
る
判
決
が
増
え
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
訴
訟
事
件
に
お
い
て
は
、
各
事
件
ご
と
の
個
性
や
特
殊
な
事
情
も
か
ら
み

一
概
に
論
じ
る
こ
と
は
む
つ
か
し
い
が
、
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
司
法
判
断
が
な
さ
れ
た
か
、
各
事
件
の
精
査
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
全
体
的
傾
向

を
論
議
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る

　

本
稿
に
お
い
て
取
り
上
げ
よ
う
と
す
る
の
は
、
和
歌
山
県
岩
出
市
に
所
在
す
る
溜
池
を
め
ぐ
る
足
か
け
一
五
年
に
わ
た
る
訴
訟
事
件
で
あ
る
。

古
く
か
ら
こ
の
両
溜
池
を
利
用
し
か
つ
管
理
し
て
き
た
水
利
組
合
を
原
告
と
し
、
両
溜
池
の
所
有
者
で
あ
る
と
自
認
す
る
市
を
被
告
と
し
て
争
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わ
れ
て
き
た
。

　

本
件
訴
訟
は
、
二
〇
〇
六
（
平
成
一
八
）
年
に
提
起
さ
れ
た
。
一
連
の
訴
訟
は
、
二
〇
二
〇
（
令
和
二
）
年
一
〇
月
最
高
裁
第
二
小
法
廷
の

上
告
不
受
理
に
よ
っ
て
、
一
応
の
決
着
が
つ
い
た
。
最
終
的
に
は
、
原
告
水
利
組
合
の
訴
え
は
全
面
的
に
斥
け
ら
れ
、
市
側
の
主
張
が
ほ
ぼ
認

め
ら
れ
た
形
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
事
件
は
果
た
し
て
そ
の
よ
う
に
決
着
を
つ
け
る
こ
と
が
適
切
・
妥
当
で
あ
っ
た
か
、
長
ら
く
入
会
権

を
研
究
し
て
き
た
者
と
し
て
疑
問
を
抱
か
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。

　

訴
訟
の
概
要（4
）を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
判
決
の
問
題
点
を
指
摘
し
た
い
。

一　

和
歌
山
県
岩
出
市
大
門
池
訴
訟
の
経
過

　

さ
き
に
述
べ
た
よ
う
に
、
本
件
訴
訟
は
足
か
け
一
五
年
の
永
き
に
わ
た
っ
て
争
わ
れ
て
き
た
（
一
連
の
経
過
は
、
表
1
お
よ
び
2
に
掲
載
し

た
の
で
参
照
さ
れ
た
い
）。
一
五
年
も
の
歳
月
を
要
し
た
の
は
、
第
一
次
訴
訟
―
入
会
権
確
認
訴
訟
と
第
二
次
訴
訟
―
駐
車
場
の
明
渡
と
損
害
賠

償
請
求
訴
訟
と
二
次
に
わ
た
る
訴
訟
を
経
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
第
一
次
訴
訟
は
、
原
告
の
当
事
者
適
格
を
め
ぐ
る
争
い
が
最
高
裁

ま
で
行
っ
た
あ
と
地
裁
へ
の
差
戻
が
命
じ
ら
れ
、
改
め
て
本
案
（
入
会
権
が
存
在
す
る
か
否
か
、
入
会
権
が
存
在
す
る
と
し
て
そ
れ
は
共
有
の

性
質
を
有
す
る
入
会
権
か
そ
れ
と
も
共
有
の
性
質
を
有
し
な
い
入
会
権
か
）
の
実
質
審
理
が
行
わ
れ
、
こ
れ
も
最
高
裁
ま
で
争
わ
れ
た
。
さ
ら

に
第
二
次
訴
訟
で
は
、
共
有
の
性
質
を
有
し
な
い
入
会
権
が
存
在
す
る
こ
と
を
前
提
に
、
同
入
会
権
の
権
能
を
め
ぐ
っ
て
論
戦
が
展
開
さ
れ
た
。

こ
れ
も
最
高
裁
ま
で
争
わ
れ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
本
件
訴
訟
は
、
第
一
次
訴
訟
（
形
式
論
争
と
実
質
審
査
）
と
、
第
二
次
訴
訟
と
、
表
見
的
に
は
三
次
に
わ
た
っ
て
訴
訟
が
係
属

し
た
外
観
を
と
り
、
い
ず
れ
も
地
裁
―
高
裁
―
最
高
裁
と
フ
ル
に
争
わ
れ
た
難
事
件
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
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表 1　訴訟までの経過

15世紀ころ　大門池・新池の築造（築造主体は不明）。
遅くとも天正13（1585）年ころには池の存在が確認できる。
藩政期　西坂本村、森村、堀口村、川尻村の 4ヶ村の各一部から成る水利
集団が構成され、本件両溜池はこの水利集団によって支配進退されてき
た。
享保 6（1721）「奉願口上覚」、享保11（1726）「大門池水定書」の史料があ
る。
明治期　地租改正段階　官民有区分の結果、官有地に区分された。
明治22年様式の土地台帳　「官有地」と記載。
明治22年　町村制施行、西坂本村、森村、堀口村、川尻村、押川村、奧安
上谷村、尼ヶ辻村、今中村を合併し根来村誕生。
明治23（1890）年 7月21日　官有地特別処分規則（勅令第135号）
大正10（1921）年　国有財産法が成立（大正11年 4 月 1 日同法施行）
大正11（1922）年 3月23日、国は根来村に対し、両溜池敷地を贈与。
同年11月7日付　贈与を原因とする「那賀郡根来村」名義の所有権移転登記
手続。
昭和31（1956）年 9月30日　根来村は周辺町村と合併し、岩出町となる。
昭和52（1977）年　大門池・新池両溜池水利組合設立。
昭和59（1984）年12月25日　新池駐車場用地について、岩出町と組合の間
で賃貸借契約を締結。
昭和63（1988）年 4月 1日　大門池の一部について、釣堀業者との間で賃
貸借契約を締結。
平成 4（1992）年 4月 1日　釣堀業者との上記賃貸借契約を更新。
平成 6（1994）年12月25日　岩出町との新池駐車場用地の賃貸借契約を更
新。
平成14（2002）年 7月　大門池を埋め立てて町立図書館を建設する計画が
スタート。
平成15（2003）年 8月11日　「根来村」の登記名義を「岩出町」に書き替え。
平成16（2004）年 3月24日－17年 3 月31日　岩出町は大門池の一部を埋め
立て。
平成16（2004）年12月22日－17年10月31日　埋立地に図書館を建設。
平成16（2004）年12月　新池駐車場の賃貸借契約終了。市は更新を拒否。
平成18（2006）年 4月 1日　市制施行によって、岩出町は岩出市となる。
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（
1
）
訴
訟
に
至
る
ま
で
の
経
過

　

和
歌
山
県
岩
出
市
に
所
在
す
る
根
来
寺
は
、
そ
も

そ
も
は
覚か

く
ば
ん鑁
上
人
が
高
野
山
か
ら
独
立
し
て
創
建
し

た
新
義
真
言
宗
の
総
本
山
で
あ
る
。
広
壮
な
伽
藍
を

配
置
し
て
い
た
が
、
天
正
一
三
（
一
五
八
五
）
年
豊

臣
秀
吉
に
よ
っ
て
焼
き
討
ち
に
さ
れ
、
大
塔
・
伝
法

院
な
ど
一
部
を
残
し
て
焼
失
し
た
。
江
戸
時
代
に
紀

州
徳
川
家
の
援
助
の
も
と
復
興
が
は
か
ら
れ
、
今
日

に
至
っ
て
い
る（5
）。

　

本
件
訴
訟
の
対
象
と
な
っ
た
溜
池
は
、
根
来
村
の

大
門
の
門
前
に
所
在
す
る
こ
と
か
ら
、
古
く
か
ら

「
大
門
池
」
と
呼
ば
れ
て
き
た
。
同
池
は
数
百
年
に
わ

た
っ
て
当
地
の
水
田
耕
作
者
た
ち
に
農
業
用
水
を
供

給
す
る
役
割
を
果
た
し
て
き
た（6
）。
同
池
主
要
部
分
の

面
積
は
、
二
九
、
六
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
、
他
に
堤

塘
部
分
六
、
四
二
七
平
方
メ
ー
ト
ル
を
含
む
。
ま
た

新あ
た
ら
し

池
は
、
大
門
池
の
真
上
に
位
置
し
、
大
門
池
の

表 2　訴訟提起後の経過

○第 1次訴訟〔入会権確認訴訟―差戻前〕原告適格をめぐる争い
平成18（2006）年12月 6 日　水利組合員70名が岩出市と原告に参加できな
い17名を被告として訴え―主位的に水利組合員87名の共有入会地である
こと、予備的に共有の性質を有しない入会地であることの確認を求め
る―を和歌山地裁に提起。
平成19（2007）年11月20日　和歌山地裁判決―却下（固有必要的共同訴訟
論）
平成20（2008）年 5月30日　大阪高裁判決―控訴棄却
平成21（2009）年12月 8 日　最高裁判決―原判決破棄、和歌山地裁に差戻

○第 1次訴訟〔入会権確認訴訟―差戻審〕実質審理
平成24（2012）年 5月29日　和歌山地裁判決―共有入会権の成立は認めず、
共有の性質を有しない入会権の成立を認める。
平成25（2013）年11月20日　大阪高裁判決―控訴棄却
平成26（2014）年 9月 2日　最高裁第三小法廷決定―上告不受理

○第 2次訴訟〔駐車場明渡と損害賠償請求訴訟〕
平成27（2015）年12月28日　水利組合代表者は訴え―駐車場の明渡と損害
賠償請求―を和歌山地裁に提起。
平成31（2019）年 3月27日　和歌山地裁判決―原告の損害賠償請求を却下
（鍵撤去は認める）
令和 1（2015）年12月13日　大阪高裁判決―原告控訴棄却、被告敗訴部分
取消。
令和 2（2020）年10月 2 日　最高裁第二小法廷決定―上告不受理
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補
助
水
源
と
し
て
の
機
能
を
果
た
し
て
き
た
。
新
池
の
面
積
は
、
一
八
、
七
六
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
、
堤
塘
部
分
は
二
、
四
六
九
平
方
メ
ー
ト
ル

で
あ
る（7
）。「
大
門
池
」
お
よ
び
「
新
池
」
を
利
用
し
か
つ
管
理
し
て
き
た
の
は
、
藩
政
期
に
お
け
る
複
数
の
村
々
の
農
民
た
ち
（
西
坂
本
村
、
森

村
、
堀
口
村
、
川
尻
村
の
四
か
村
に
わ
た
り
、
し
か
も
そ
の
全
農
民
で
は
な
く
、
両
池
の
水
か
か
り
に
位
置
し
こ
れ
を
農
業
用
水
と
し
て
利
用

し
て
き
た
農
民
た
ち
）
で
あ
っ
た（8
）。

　

明
治
期
に
入
り
、
地
租
改
正
お
よ
び
そ
の
後
の
土
地
政
策
に
よ
っ
て
、
近
代
的
土
地
所
有
権
制
度
が
導
入
さ
れ
、
名
義
は
転
々
変
遷
す
る
こ

と
と
な
っ
た
が
、
地
元
水
利
集
団（9
）に
よ
っ
て
管
理
さ
れ
利
用
さ
れ
る
と
い
う
形
は
基
本
的
に
か
わ
っ
て
い
な
い
。

　

地
租
改
正
段
階
に
お
い
て
い
か
な
る
地
券
が
だ
れ
に
発
給
さ
れ
た
か
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る（10
）。
た
だ
、
明
治
二
二
年
様
式
の
土
地
台
帳
（
法

務
局
保
存
）
に
よ
る
と
、
大
門
池
・
新
池
の
所
有
者
欄
に
「
官
有
地
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
両
池
は
官
民
有
区
分
の
最
終
結
果

と
し
て
官
有
地
に
区
分
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る（11
）。

　

大
正
一
〇
（
一
九
二
一
）
年
国
有
財
産
法
が
成
立
し
、
同
法
の
施
行
（
同
一
一
年
四
月
一
日
）
に
先
立
ち
、
国
有
財
産
と
さ
れ
て
い
る
も
の

の
う
ち
不
要
存
置
財
産
は
民
に
払
い
下
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
と
き
、〈
贈
与

－

大
正
一
一
年
三
月
二
三
日
、
保
存
登
記

－

大
正
一
一

年
八
月
二
九
日
、
移
転
登
記

－
大
正
一
一
年
一
一
月
七
日
〉
の
日
付
け
で
両
池
は
官
有
地
か
ら
「
根
来
村
」
に
譲
与
さ
れ
た
（
土
地
台
帳
記
載
）。

　

根
来
村
は
、
明
治
二
二
（
一
八
八
九
）
年
町
村
制
施
行
に
よ
り
誕
生
し
た
（
西
坂
本
村
、
森
村
、
堀
口
村
、
川
尻
村
、
押
川
村
、
奧
安
上
谷

村
、
尼
ヶ
辻
村
、
今
中
村
を
合
併
）
行
政
村
で
あ
る
。
こ
の
国
有
財
産
払
い
下
げ
に
関
し
、
和
歌
山
県
内
の
溜
池
で
は
地
元
水
利
組
合
名
義
に

払
い
下
げ
ら
れ
た
と
こ
ろ
も
あ
っ
た（12
）一
方
、
地
元
に
払
い
下
げ
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
も
あ
っ
た
。
本
件
両
溜
池
に
関
し
て
は
、
地
元
水
利
組
合

で
は
な
く
行
政
村
と
し
て
の
「
根
来
村
」
に
譲
与
さ
れ
た
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
が
今
次
一
連
の
紛
争
の
契
機
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で

あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
後
に
論
じ
る
こ
と
に
す
る
。
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二
五
〇

七
二
八

　

溜
池
の
登
記
名
義
は
「
根
来
村
」
と
な
っ
た
が
、
行
政
村
た
る
根
来
村
は
、
両
池
の
維
持
・
管
理
・
利
用
に
関
し
て
全
く
関
与
す
る
こ
と
な

く
、
ま
た
所
有
主
体
で
あ
る
と
の
主
張
も
し
て
こ
な
か
っ
た
。
第
二
次
大
戦
後
の
昭
和
三
一
（
一
九
五
六
）
年　

根
来
村
は
周
辺
町
村
と
合
併

し
、
岩
出
町
の
一
部
と
な
っ
た
。
岩
出
町
も
根
来
村
と
同
様
、
両
溜
池
に
つ
い
て
は
水
利
組
合
に
権
利
が
あ
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

と
の
態
度
に
終
始
し
、「
根
来

村
」
の
登
記
名
義
も
放
置
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
を
「
岩
出
町
」
名
義
に
書
き
換
え
た
の
は
、
大
門
池
の
埋
め
立
て
と
図
書
館
建
設
に
よ
っ
て
水

利
組
合
と
の
紛
争
が
持
ち
あ
が
っ
た
平
成
一
五
（
二
〇
〇
三
）
年
八
月
に
至
っ
て
で
あ
っ
た
。
つ
い
で
平
成
一
八
（
二
〇
〇
六
）
年
の
市
制
施

行
に
よ
っ
て
、
岩
出
町
は
岩
出
市
と
な
り
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
岩
出
町
時
代
の
平
成
一
四
（
二
〇
〇
二
）
年
七
月
、
大
門
池
を
埋
め
立
て
て
町
立
図
書
館
を
建
設
す
る
計
画
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
同

町
は
図
書
館
用
地
と
し
て
大
門
池
の
半
分
を
埋
め
立
て
て
た
い
と
水
利
組
合
に
申
し
入
れ
た
。
水
利
組
合
は
図
書
館
建
設
そ
れ
自
体
の
意
義
は

認
め
た
が
、
そ
の
後
岩
出
町
の
態
度
が
一
変
し
た
こ
と
か
ら
事
態
の
紛
糾
を
招
い
た
。
す
な
わ
ち
町
は
、
そ
れ
ま
で
根
来
村
の
ま
ま
で
あ
っ
た

登
記
名
義
を
岩
出
町
に
書
き
換
え
（
平
成
一
五
年
八
月
）、
町
有
地
で
あ
る
か
ら
水
利
組
合
の
同
意
は
不
要
で
あ
る
と
の
態
度
を
と
る
よ
う
に
な

り
、
池
の
埋
立
と
図
書
館
建
設
を
強
行
し
た
の
で
あ
る
。

（
2
）
第
一
次
訴
訟
―「
固
有
必
要
的
共
同
訴
訟
」
論
を
め
ぐ
る
形
式
的
審
理

　

平
成
一
八
（
二
〇
〇
六
）
年
一
二
月
六
日　

水
利
組
合
員
七
〇
名
（
選
定
当
事
者
―
Ｎ
お
よ
び
Ｋ
の
二
名
）
が
岩
出
市
お
よ
び
原
告
に
参
加

で
き
な
い
一
七
名
を
被
告
と
し
て
大
門
池
が
水
利
組
合
員
八
七
名
の
共
有
入
会
地
で
あ
る
こ
と
、
予
備
的
に
共
有
の
性
質
を
有
し
な
い
入
会
地

で
あ
る
こ
と
の
確
認
を
求
め
る
訴
え
を
和
歌
山
地
裁
に
提
起
し
た
。

　

和
歌
山
地
裁
で
は
、
平
成
一
九
（
二
〇
〇
七
）
年
一
一
月
二
〇
日
に
判
決
が
あ
っ
た
。
入
会
権
確
認
訴
訟
に
お
い
て
は
、
す
べ
て
の
権
利
者
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二
四
九

七
二
七

が
原
告
と
な
っ
て
い
る
必
要
が
あ
る
（
い
わ
ゆ
る
「
固
有
必
要
的
共
同
訴
訟
」
論（13
））
と
こ
ろ
、
本
件
に
は
原
告
と
な
っ
て
い
な
い
権
利
者
が
存

在
す
る
と
し
て
、
訴
え
自
体
が
不
適
法
で
あ
る
と
し
て
却
下
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
原
告
は
大
阪
高
裁
に
控
訴
し
た
が
、
平
成
二
〇
（
二
〇
〇

八
）
年
五
月
三
〇
日
の
大
阪
高
裁
判
決
も
棄
却
で
あ
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
平
成
二
〇
（
二
〇
〇
八
）
年
七
月
一
七
日
最
高
裁
第
一
小
法
廷
判
決
に
お
い
て
、
入
会
権
確
認
訴
訟
に
お
け
る
「
固
有
必
要
的

共
同
訴
訟
論
」
適
用
の
見
直
し
が
な
さ
れ
た（14
）。
本
件
に
も
同
判
旨
が
適
用
さ
れ
、
平
成
二
一
（
二
〇
〇
九
）
年
一
二
月
一
日
、
最
高
裁
は
原
判

決
を
破
棄
し
、
和
歌
山
地
裁
に
差
し
戻
す
旨
を
言
い
渡
し
た
。

（
3
）
第
一
次
訴
訟
―
差
戻
後
の
実
質
審
理

　

前
節
で
紹
介
し
た
よ
う
に
、
第
一
次
訴
訟
の
前
半
は
、
固
有
必
要
的
共
同
訴
訟
論
を
ほ
と
ん
ど
唯
一
の
争
点
と
す
る
形
式
論
に
終
始
し
、
内

容
面
に
わ
た
る
実
質
的
審
理
は
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
な
か
っ
た
。
最
高
裁
の
判
決
に
お
い
て
、
原
判
決
が
破
棄
さ
れ
和
歌
山
地
裁
に
差
し
戻
さ
れ

た
こ
と
に
よ
っ
て
、
出
発
点
に
も
ど
っ
て
実
質
審
理
が
開
始
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

①
和
歌
山
地
裁
判
決
（
平
成
二
四
（
二
〇
一
二
）
年
五
月
二
九
日
）

　

二
年
半
余
の
審
理
の
後
、
平
成
二
四
（
二
〇
一
二
）
年
五
月
二
九
日
、
和
歌
山
地
裁
で
判
決
の
言
い
渡
し
が
あ
っ
た
。
判
決
は
、
原
告
の
請

求
の
う
ち
、
本
件
溜
池
に
水
利
組
合
の
共
有
の
性
質
を
有
す
る
入
会
権
の
成
立
（
主
位
的
請
求
）
は
認
め
な
か
っ
た
が
、
共
有
の
性
質
を
有
し

な
い
入
会
権
の
成
立
（
予
備
的
請
求
）
を
認
め
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

判
決
は
、「
明
治
時
代
以
前
か
ら
、
本
件
両
溜
池
の
下
流
域
に
あ
っ
た
西
坂
本
村
、
森
村
、
堀
口
村
及
び
川
尻
村
の
4
か
村
に
属
し
、
本
件
水
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二
四
八

七
二
六

利
集
団
を
構
成
し
て
い
た
本
件
構
成
員
ら
が
、
本
件
両
溜
池
の
水
を
潅
漑
水
と
し
て
利
用
し
、
本
件
水
利
集
団
が
、
各
村
間
の
水
利
の
調
整
方

法
等
を
決
め
て
い
た
こ
と
、
明
治
時
代
以
後
、
本
件
構
成
員
ら
が
、
大
門
池
の
水
の
利
用
に
関
す
る
役
割
を
決
め
、
本
件
水
利
集
団
が
、
費
用

を
出
し
て
、
池
の
設
備
を
維
持
管
理
し
て
い
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
…
…
本
件
水
利
集
団
を
構
成
し
て
い
た
本
件
構
成
員
ら
が
、
官
民
有
区

分
以
前
に
、
本
件
両
溜
池
の
水
の
利
用
及
び
管
理
に
関
し
、
慣
習
に
基
づ
く
排
他
的
な
支
配
権
限
を
有
し
て
い
た
こ
と
を
推
認
す
る
こ
と
が
で

き
る
」
と
述
べ
、「
本
件
構
成
員
ら
は
、
官
民
有
区
分
以
前
に
、
本
件
土
地
の
地
役
入
会
権
を
有
し
て
い
た
と
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
地
役

入
会
権
の
存
在
を
肯
定
し
た
。

　

し
か
し
、
共
有
入
会
権
の
存
在
に
つ
い
て
は
、「
本
件
両
溜
池
自
体
が
、
本
件
構
成
員
ら
に
よ
っ
て
築
造
さ
れ
た
こ
と
を
認
め
る
に
足
り
る
証

拠
は
な
い
。
…
…
取
り
決
め
は
、
大
門
池
の
水
利
に
関
す
る
事
項
に
限
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
」
ま
た
、「
官
民
有
区
分
に
よ
り
官
有
地
に
区
分

さ
れ
た
他
の
近
隣
の
溜
池
の
敷
地
は
、
大
正
時
代
に
各
溜
池
に
係
る
水
利
組
合
に
払
い
下
げ
ら
れ
た
が
、
本
件
両
溜
池
敷
地
は
、
本
件
水
利
集

団
に
払
い
下
げ
ら
れ
ず
、
本
件
水
利
集
団
が
払
い
下
げ
を
受
け
よ
う
と
し
た
こ
と
を
認
め
る
に
足
り
る
証
拠
も
な
い
」「
本
件
構
成
員
ら
が
、
官

民
有
区
分
以
前
に
、
本
件
土
地
に
つ
い
て
、
所
有
者
と
し
て
の
排
他
的
支
配
権
限
を
有
し
て
い
た
こ
と
を
推
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
述

べ
、
ま
た
時
効
取
得
の
主
張
に
つ
い
て
も
「
本
件
払
い
下
げ
の
前
後
を
通
じ
て
、
本
件
水
利
集
団
に
属
し
て
い
た
本
件
構
成
員
ら
が
、
…
…
所

有
者
と
し
て
の
排
他
的
な
支
配
権
限
を
有
し
て
い
た
こ
と
を
推
認
さ
せ
る
よ
う
な
事
実
は
認
め
ら
れ
な
い
か
ら
、
時
効
取
得
に
必
要
な
所
有
の

意
思
が
あ
っ
た
と
は
認
め
ら
れ
な
い
」
と
し
て
、
共
有
入
会
権
の
成
立
を
否
定
し
た
。

〔
地
裁
判
決
に
対
す
る
筆
者
の
コ
メ
ン
ト
〕
こ
こ
で
判
決
は
、
原
告
水
利
集
団
に
は
、「
所
有
者
と
し
て
の
排
他
的
な
支
配
権
限
」
が
存
在
し
な

か
っ
た
と
断
定
し
て
い
る
。「
所
有
者
と
し
て
の
排
他
的
な
支
配
権
限
」
と
は
何
か
。
他
に
競
合
者
―
同
様
の
権
利
を
主
張
す
る
者
が
い
た
場
合
、

他
の
権
利
者
を
排
し
て
自
己
の
支
配
権
限
を
認
め
さ
せ
う
る
権
能
の
こ
と
を
言
う
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
本
件
に
関
し
、
近
世
に
お
い
て
は
そ
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二
四
七

七
二
五

の
よ
う
な
競
合
的
権
利
を
主
張
す
る
者
は
い
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
排
他
的
権
限
を
行
使
す
る
ま
で
も
な
く
、
水
利
集
団
の
「
支
配
・
進
退
」

が
自
己
の
み
な
ら
ず
周
辺
諸
団
体
に
お
い
て
も
認
識
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

　

②
大
阪
高
裁
判
決
（
平
成
二
五
（
二
〇
一
三
）
年
一
一
月
二
〇
日
）

　

前
記
地
裁
判
決
に
対
し
、
原
・
被
告
双
方
が
控
訴
し
、
大
阪
高
等
裁
判
所
で
審
理
が
続
け
ら
れ
た
。
本
審
理
中
の
出
来
事
と
し
て
特
筆
す
べ

き
は
、
審
理
の
途
中
に
お
い
て
裁
判
所
側
が
当
事
者
に
対
し
積
極
的
に
和
解
を
勧
め
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
和
解
案
を
以
下
に
示
し
て
お
く
。

　
　
　

和
解
案
（
骨
子
）　　
　
　
　

大
阪
高
裁　

民
事
第
5
部

1　

1
審
原
告
ら
、
1
審
被
告
岩
出
市
及
び
被
控
訴
人
（
当
初
、
訴
訟
に
加
わ
ら
な
か
っ
た
方
）
ら
は
、
大
門
池
及
び
新
池
（
以
下
「
本

件
両
溜
池
」
と
い
う
。）
の
う
ち
現
に
溜
池
と
し
て
存
在
し
て
い
る
部
分
に
つ
い
て
、
大
門
池
・
新
池
両
溜
池
水
利
組
合
（
以
下
「
本
件

水
利
組
合
」
と
い
う
。）
が
共
有
の
性
質
を
有
し
な
い
入
会
権
（
以
下
「
地
役
入
会
権
」
と
い
う
。）
を
有
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

2　

1
審
原
告
ら
、
1
審
被
告
岩
出
市
及
び
被
控
訴
人
（
当
初
、
訴
訟
に
加
わ
ら
な
か
っ
た
方
）
ら
は
、
大
門
池
及
び
新
池
（
以
下
「
本

件
両
溜
池
」
と
い
う
。）
の
う
ち
現
に
溜
池
と
し
て
存
在
し
て
い
な
い
部
分
に
つ
い
て
、
1
審
原
告
ら
が
何
ら
の
権
利
も
有
し
て
い
な
い

こ
と
を
確
認
す
る
。

3　

1
審
被
告
岩
出
市
は
、
本
件
水
利
組
合
に
対
し
、
本
件
解
決
金
と
し
て
三
〇
〇
〇
万
円
を
支
払
う
。

上
記
和
解
案
提
示
の
理
由

（
1
審
原
告
ら
に
対
し
）
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二
四
六

七
二
四

1　

原
審
は
、
1
審
原
告
ら
が
本
件
両
溜
池
に
つ
い
て
、
共
有
の
性
質
を
有
す
る
入
会
権
（
以
下
「
共
有
入
会
権
」
と
い
う
。）
を
有
す
る

こ
と
の
確
認
を
求
め
る
旨
の
主
位
的
請
求
を
棄
却
し
、
地
役
入
会
権
を
有
す
る
こ
と
の
確
認
を
求
め
る
旨
の
予
備
的
請
求
を
容
認
し
た
。

本
件
両
溜
池
が
明
治
期
に
お
け
る
官
民
有
区
分
の
際
に
官
有
地
に
区
分
さ
れ
た
こ
と
等
の
事
実
に
照
ら
せ
ば
、
主
位
的
請
求
を
棄
却
し

た
原
審
の
判
断
は
相
当
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

他
方
、
予
備
的
請
求
に
関
す
る
判
断
に
つ
い
て
は
、
農
地
面
積
の
減
少
や
紀
の
川
用
水
の
通
水
に
よ
り
、
組
合
員
ら
が
本
件
両
溜
池

の
水
を
利
用
す
る
頻
度
は
大
き
く
下
が
っ
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。
現
時
点
に
お
け
る
本
件
両
溜
池
の
水
の
利
用
者
は
、
大
門
池
、
新

池
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
各
1
名
ず
つ
で
あ
り
、
水
利
組
合
と
し
て
の
組
織
的
利
用
と
い
え
る
か
ど
う
か
も
疑
問
の
余
地
が
あ
る
。
こ
れ

ら
の
事
情
か
ら
す
る
と
、
本
件
水
利
組
合
の
地
役
入
会
権
を
認
め
た
原
審
の
判
断
を
見
直
す
余
地
も
十
分
に
考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

2　

も
っ
と
も
、
本
件
水
利
組
合
が
本
件
両
溜
池
に
つ
い
て
、
少
な
く
と
も
従
前
は
地
役
入
会
権
を
有
し
て
い
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
か

ら
、
1
審
被
告
岩
出
市
が
大
門
池
の
一
部
を
埋
め
立
て
て
図
書
館
を
建
設
し
た
こ
と
は
、
本
件
水
利
組
合
の
地
役
入
会
権
を
侵
害
す
る

性
質
を
有
す
る
行
為
で
あ
っ
た
も
の
と
認
め
る
の
が
相
当
で
あ
る
。
ま
た
、
原
審
の
判
断
を
前
提
と
す
る
限
り
、
1
審
被
告
は
現
在
に

至
る
ま
で
、
本
件
水
利
組
合
の
本
件
両
溜
池
に
対
す
る
地
役
入
会
権
を
侵
害
し
て
い
る
も
の
と
評
価
す
べ
き
こ
と
と
な
る
。

3　

こ
れ
ら
の
点
を
考
慮
し
、
当
裁
判
所
は
、
上
記
の
和
解
案
を
双
方
に
提
示
す
る
。
な
お
、
1
審
原
告
ら
は
和
解
案
と
し
て
、
1
審
被

告
岩
出
市
か
ら
本
件
水
利
組
合
に
対
す
る
将
来
に
わ
た
っ
て
の
賃
料
支
払
を
提
示
し
て
い
る
が
、
紛
争
を
将
来
に
残
す
こ
と
に
な
り
か

ね
な
い
た
め
、
上
記
提
案
は
相
当
で
は
な
い
と
考
え
る
（
な
お
、
解
決
金
の
額
に
つ
い
て
は
、
双
方
の
受
託
可
能
性
を
も
含
め
、
諸
般

の
事
情
を
総
合
的
に
考
慮
し
た
結
果
で
あ
り
、
土
地
の
評
価
額
等
か
ら
積
算
し
た
も
の
で
は
な
い
。）。
以
上（15
）
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二
四
五

七
二
三

　

こ
の
和
解
案
は
、
基
本
的
に
前
審
和
歌
山
地
裁
の
結
論
を
踏
襲
す
る
こ
と
を
匂
わ
せ
な
が
ら
、
双
方
の
妥
協
を
促
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
、

「
被
告
岩
出
市
が
大
門
池
の
一
部
を
埋
め
立
て
て
図
書
館
を
建
設
し
た
行
為
は
水
利
組
合
の
入
会
権
を
侵
害
す
る
」
と
明
確
に
言
い
切
っ
て
お
り
、

さ
ら
に
「
1
審
被
告
は
現
在
に
至
る
ま
で
、
本
件
水
利
組
合
の
本
件
両
溜
池
に
対
す
る
地
役
入
会
権
を
侵
害
し
て
い
る
」
と
述
べ
て
い
る
の
は
、

注
目
に
値
す
る
。
そ
し
て
本
件
紛
議
解
消
の
た
め
の
解
決
金
と
し
て
三
〇
〇
〇
万
円
と
い
う
額
を
提
示
し
て
い
る
の
も
裁
判
所
の
相
場
感
を
示

す
も
の
と
し
て
、
興
味
深
い
。

　

原
告
側
は
和
解
案
受
諾
の
意
向
を
示
し
た
が
、
被
告
が
拒
否
し
た
た
め
結
局
和
解
は
成
立
し
な
か
っ
た
。
平
成
二
五
（
二
〇
一
三
）
年
一
一

月
二
〇
日
大
阪
高
裁
で
判
決
の
言
渡
し
が
あ
っ
た
。

　

本
件
の
争
点
で
あ
る
共
有
入
会
権
の
成
否
に
つ
い
て
、
高
裁
判
決
は
原
審
和
歌
山
地
裁
の
判
断
を
維
持
し
、
そ
の
成
立
を
否
定
し
た
。
ま
ず
、

池
の
築
造
に
つ
い
て
、「
本
件
両
溜
池
が
純
然
た
る
民
有
地
内
に
本
件
水
利
組
合
の
私
費
で
築
造
さ
れ
た
と
ま
で
認
め
る
に
足
り
る
証
拠
は
な

い
」
と
し
た
。
つ
い
で
、
維
持
管
理
の
態
様
に
つ
い
て
は
、
原
告
が
、「
水
配
分
や
維
持
管
理
の
定
め
、
樋
や
余う

て

び
水
吐
等
の
維
持
管
理
費
用
の
支

出
、
維
持
管
理
の
た
め
の
賦
役
を
課
し
管
理
費
を
徴
収
し
て
い
る
こ
と
は
、
共
有
入
会
権
を
有
し
て
い
る
」
と
主
張
し
た
の
に
対
し
、
判
決
は
、

「
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
本
件
両
溜
池
の
取
水
の
た
め
の
諸
施
設
維
持
や
取
水
・
利
水
の
た
め
の
賦
役
な
い
し
管
理
費
の
徴
収
と
い
う
限
度
で
は
認

め
ら
れ
る
が
、
そ
の
範
囲
を
超
え
て
、
溜
池
そ
れ
自
体
の
底
地
管
理
と
か
、
溜
池
と
一
体
を
成
す
底
体
・
堤
塘
全
体
の
排
他
的
維
持
管
理
に
及

ぶ
も
の
と
ま
で
は
認
め
ら
れ
な
い
」
と
し
た
。
ま
た
原
告
が
、「
池
モ
リ
止
メ
」
へ
の
支
出
、「
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
設
置
」
な
ど
、
堤
塘
の
保
護

の
為
費
用
の
支
出
を
行
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
の
に
対
し
、
判
決
は
、「
池
モ
リ
止
メ
」
の
支
出
は
取
水
に
支
障
が
あ
る
場
合
に
そ
れ
を
除

く
限
度
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
設
置
は
局
所
的
な
対
応
に
止
ま
っ
て
い
る
と
、
述
べ
る
。
結
論
と
し
て
、「
本
件
構
成
員
ら
が
、
本
件
両
溜
池
及
び

そ
の
敷
地
に
対
し
、
所
有
者
と
し
て
継
続
的
か
つ
排
他
的
支
配
を
し
て
い
た
と
は
認
め
難
い
」、「
用
水
路
を
分
水
し
て
給
水
す
る
行
為
は
用
水
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路
の
敷
地
利
用
と
密
接
不
可
分
の
も
の
で
あ
る
が
、
溜
池
か
ら
取
水
す
る
行
為
は
溜
池
の
底
地
所
有
権
と
は
関
係
が
薄
い
」
と
し
て
、
共
有
入

会
権
の
成
立
を
認
め
な
か
っ
た
。

　

な
お
こ
の
点
に
関
連
す
る
が
、
大
正
一
一
年
の
両
溜
池
の
払
い
下
げ
に
際
し
、
水
利
組
合
に
払
い
下
げ
ら
れ
な
か
っ
た
の
は
、
原
告
水
利
組

合
に
法
人
格
が
な
か
っ
た
の
で
払
い
下
げ
の
受
け
皿
た
り
え
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
と
原
告
が
指
摘
し
た
点
に
つ
い
て
、
判
決
が
関
説
し
て
い

る
の
は
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
点
は
や
や
込
み
入
っ
た
解
説
を
要
す
る
の
で
、
続
稿
（
二
）
で
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。

　

こ
う
し
て
本
判
決
は
、
共
有
入
会
権
の
主
張
を
否
定
し
た
の
で
あ
る
が
、
他
方
地
役
入
会
権
の
成
立
に
つ
い
て
は
、
原
審
地
裁
判
決
と
同
様

に
こ
れ
を
肯
定
し
た
。

　
「
本
件
水
利
集
団
は
、
本
件
両
溜
池
の
「
水
掛
か
り
」
と
し
て
、
古
来
か
ら
取
水
施
設
を
設
け
た
上
、
そ
の
維
持
管
理
費
用
を
団
体
と
し
て
支

出
し
、
本
件
構
成
員
ら
か
ら
賦
役
な
い
し
管
理
費
の
徴
収
を
行
い
、
本
件
構
成
員
ら
に
水
の
配
分
や
調
整
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る

こ
と
、
ま
た
本
件
両
溜
池
に
つ
き
、
そ
の
池
水
の
利
用
の
範
囲
で
他
人
に
こ
れ
を
得
さ
せ
る
と
き
に
は
利
用
権
を
設
定
し
た
上
、
そ
の
対
価
を

収
受
す
る
な
ど
し
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
、
こ
の
よ
う
な
利
用
態
度
は
、
本
件
両
溜
池
が
官
有
地
に
編
入
さ
れ
る
以
前
か
ら
継
続
し

て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
か
ら
、
本
件
水
利
集
団
な
い
し
本
件
水
利
組
合
は
、
本
件
両
溜
池
に
つ
き
、
地
役
入
会
権
を
有
し
て
い
る
と
認
め

ら
れ
る
。」

〔
高
裁
判
決
に
対
す
る
筆
者
の
コ
メ
ン
ト
〕
こ
の
大
阪
高
裁
判
決
は
、
地
役
入
会
権
の
成
立
を
認
め
、
か
つ
「
利
用
権
を
設
定
し
た
上
、
そ
の
対

価
を
収
受
す
る
」
慣
習
が
成
立
し
て
い
る
こ
と
を
認
定
し
た
の
は
、
評
価
に
値
す
る
。
し
か
し
こ
の
判
断
は
、
第
二
次
訴
訟
に
お
い
て
、
根
底

か
ら
覆
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
高
裁
判
決
も
共
有
入
会
権
の
成
立
を
認
め
な
か
っ
た
点
に
お
い
て
、
十
分
と
は
言
え
な
い
。
た

め
池
の
築
造
に
つ
い
て
、「
純
然
た
る
民
有
地
内
に
本
件
水
利
組
合
の
私
費
で
築
造
さ
れ
た
と
ま
で
認
め
る
に
足
り
る
証
拠
は
な
い
」
と
す
る
認
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定
は
、
本
池
の
築
造
時
点
す
な
わ
ち
前
近
代
に
お
い
て
近
代
的
所
有
権
の
制
度
が
あ
っ
た
と
い
う
前
提
か
ら
説
か
れ
て
い
て
、
ま
っ
た
く
不
適

当
な
叙
述
で
あ
る
。
そ
の
点
は
措
く
と
し
て
も
、
大
正
一
一
年
の
払
い
下
げ
が
明
治
二
三
年
「
官
有
地
特
別
処
分
規
則
」
に
依
拠
し
た
と
の
認

識
に
至
っ
て
い
な
が
ら
、
そ
の
解
釈
を
誤
っ
た
の
は
残
念
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
も
、（
二
）
で
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。

　

③
最
高
裁
決
定

　

右
の
大
阪
高
裁
判
決
に
対
し
て
、
原
被
告
双
方
が
上
告
し
た
が
、
最
高
裁
は
、 

平
成
二
六
（
二
〇
一
四
）
年
九
月
二
日
上
告
不
受
理
の
決
定

を
下
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
入
会
権
の
確
認
を
求
め
た
第
一
次
訴
訟
に
つ
い
て
は
、
原
告
水
利
組
合
の
共
有
入
会
権
の
成
立
を
否
定
し
、
地
役

入
会
権
の
成
立
は
認
容
す
る
と
い
う
形
で
結
着
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

（
4
）
第
二
次
訴
訟
―
地
役
入
会
権
の
権
能

　

岩
出
市
は
、
新
池
の
一
部
を
埋
め
立
て
て
駐
車
場
用
地
と
し
て
利
用
す
る
目
的
で
、
昭
和
五
九
（
一
九
八
四
）
年
か
ら
水
利
組
合
と
の
間
で

期
間
一
〇
年
の
賃
貸
借
契
約
締
結
し
て
利
用
し
て
き
た
。
こ
の
契
約
は
平
成
六
（
一
九
九
四
）
年
に
更
新
さ
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
再
度
の

契
約
期
間
満
了
を
迎
え
た
同
一
六
（
二
〇
〇
四
）
年
に
は
、
市
は
更
新
を
拒
否
し
た
。
お
そ
ら
く
、
図
書
館
建
設
等
を
め
ぐ
る
水
利
組
合
と
の

確
執
が
背
景
に
あ
っ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
し
か
し
そ
の
後
も
、
依
然
と
し
て
駐
車
場
の
利
用
を
続
け
て
い
た
。

　

水
利
組
合
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
市
の
駐
車
場
運
用
は
、
無
権
限
に
よ
る
新
池
の
占
拠
で
あ
り
不
法
行
為
を
構
成
す
る
と
し
て
、
平
成
二
七

（
二
〇
一
五
）
年
一
二
月
二
八
日
、
駐
車
場
の
明
け
渡
し
と
損
害
賠
償
を
求
め
る
訴
訟
を
和
歌
山
地
裁
に
提
起
し
た
。
第
一
次
訴
訟
で
認
め
ら
れ

た
地
役
入
会
権
が
請
求
の
根
拠
で
あ
る
。
ま
た
原
告
は
、
鍵
の
撤
去
要
求（16
）を
前
記
訴
え
に
付
け
加
え
た
。



─　　─15

和
歌
山
県
岩
出
市
大
門
池
訴
訟
の
総
括
的
検
討
（
一
）（
矢
野
） 

 

（

　
　
　）

二
四
二
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①
和
歌
山
地
裁
判
決
（
平
成
三
一
（
二
〇
一
九
）
年
三
月
二
七
日
）

　

平
成
三
一
（
二
〇
一
九
）
年
三
月
二
七
日
の
和
歌
山
地
裁
判
決
は
、
原
告
の
損
害
賠
償
請
求
を
却
下
し
た
。
た
だ
し
、
鍵
の
撤
去
は
認
め
た
。

　

ま
ず
判
決
は
、
地
役
入
会
権
に
基
づ
く
明
渡
請
求
に
関
し
て
、「
地
役
入
会
権
の
内
容
は
、
各
地
方
の
慣
習
に
従
う
ほ
か
、
民
法
の
地
役
権
に

関
す
る
規
定
が
準
用
さ
れ
る
と
こ
ろ
（
民
法
二
九
四
条
）、
地
役
権
に
は
、
土
地
所
有
者
に
よ
る
使
用
収
益
権
能
を
全
面
的
な
い
し
広
範
囲
に
制

限
す
る
性
質
は
、
当
然
に
は
認
め
ら
れ
な
い
」
と
一
般
論
を
述
べ
る
。

　

前
述
の
文
章
に
続
け
て
判
決
は
、「
原
告
の
被
告
に
対
す
る
地
役
入
会
権
に
基
づ
く
明
渡
請
求
（
厳
密
に
は
、
被
告
の
占
有
を
排
除
す
る
た
め
、

返
還
請
求
に
当
た
る
も
の
と
解
さ
れ
る
。）
が
認
め
ら
れ
る
か
否
か
は
、
原
告
の
地
役
入
会
権
に
つ
い
て
、
原
告
と
被
告
と
の
特
段
の
合
意
が
な

く
と
も
当
然
に
、
被
告
の
本
件
土
地
に
対
す
る
使
用
収
益
権
能
を
制
限
し
、
上
記
明
渡
請
求
を
正
当
化
す
る
だ
け
の
慣
習
が
存
在
す
る
と
認
め

ら
れ
る
か
否
か
に
よ
っ
て
決
す
べ
き
で
あ
る
」
と
述
べ
る
。

　

そ
し
て
、
判
決
は
慣
習
の
有
無
に
つ
い
て
の
検
討
に
入
る
。

　
「
確
か
に
、
大
門
池
に
つ
い
て
は
、
原
告
は
、
遅
く
と
も
昭
和
一
五
年
以
降
、
従
前
の
耕
作
の
た
め
の
水
利
以
外
の
利
用
も
行
っ
て
お
り
、
被

告
も
そ
れ
に
対
し
て
何
ら
異
議
を
述
べ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
耕
作
の
た
め
の
利
水
と
い
う
本
来
的
な
共
同
利
用
の
ほ
か
に
、
入
会
地
を

第
三
者
に
用
益
さ
せ
る
利
用
形
態
も
事
実
と
し
て
行
わ
れ
て
い
た
と
認
め
ら
れ
る
。

　

し
か
し
、
新
池
に
つ
い
て
は
、
全
証
拠
を
総
合
し
て
も
、
本
件
土
地
の
埋
立
て
及
び
本
件
駐
車
場
の
造
成
以
前
に
、
耕
作
の
た
め
の
池
水
の

利
用
を
超
え
た
利
用
形
態
を
取
っ
て
い
た
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。
新
池
と
大
門
池
は
、
近
隣
に
位
置
し
、
水
路
に
よ
っ
て
接
続
し
て
い
る
も
の

の
、
あ
く
ま
で
、
別
個
の
溜
池
で
あ
る
か
ら
、
大
門
池
の
上
記
利
用
方
法
の
変
化
を
も
っ
て
、
新
池
に
つ
い
て
、
同
様
の
利
用
形
態
が
慣
習
に

な
っ
た
と
ま
で
は
認
め
ら
れ
な
い
。
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他
方
、
新
池
に
つ
い
て
、
埋
立
て
に
よ
っ
て
本
件
土
地
が
造
成
さ
れ
た
後
、
前
提
事
実
（
4
）
及
び
上
記
（
1
）
ウ
の
と
お
り
、
原
告
と
被

告
は
、
昭
和
五
九
年
一
二
月
二
五
日
か
ら
二
〇
年
間
、
原
告
が
被
告
に
本
件
土
地
を
賃
貸
す
る
形
式
の
本
件
賃
貸
借
契
約
を
締
結
し
、
同
契
約

に
基
づ
き
、
被
告
が
原
告
に
対
し
て
、
賃
料
を
支
払
っ
て
い
た
事
実
が
認
め
ら
れ
る
。

　

し
か
し
、
本
件
賃
貸
借
契
約
は
、
昭
和
五
九
年
以
降
に
締
結
さ
れ
た
に
過
ぎ
な
い
ほ
か
、
本
件
土
地
の
造
成
の
た
め
、
新
池
の
約
半
分
が
埋

め
立
て
ら
れ
る
こ
と
を
き
っ
か
け
に
締
結
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
原
告
が
地
役
入
会
権
に
基
づ
い
て
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
池
水
の
貯
水

量
が
減
少
す
る
こ
と
に
対
す
る
補
償
の
趣
旨
で
な
さ
れ
た
も
の
と
解
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
（
実
際
に
、
上
記
1
⑴
エ
（
ア
）
の
と
お
り
、
被

告
は
、
本
件
図
書
館
建
設
の
際
も
、
大
門
池
の
貯
水
量
を
減
少
さ
せ
る
こ
と
を
根
拠
に
、
原
告
に
対
し
、
一
定
金
額
の
補
償
を
申
し
出
て
い
る
。）。

　

そ
う
す
る
と
、
上
記
事
情
を
も
っ
て
、
直
ち
に
、
特
段
の
合
意
が
な
く
と
も
当
然
に
被
告
の
本
件
土
地
に
対
す
る
使
用
収
益
権
能
を
制
限
し
、

上
記
明
渡
請
求
を
正
当
化
す
る
だ
け
の
慣
習
が
形
成
さ
れ
た
も
の
と
認
め
る
こ
と
は
で
き
ず
、
ほ
か
に
同
慣
習
を
認
め
る
に
足
り
る
証
拠
は
な

い
。

　

原
告
は
、
原
告
が
本
件
両
溜
池
を
維
持
管
理
し
て
き
た
慣
習
が
あ
る
と
主
張
す
る
が
、
こ
の
こ
と
を
も
っ
て
、
本
件
両
溜
池
に
つ
い
て
地
役

入
会
権
を
有
す
る
こ
と
を
超
え
て
、
被
告
の
所
有
権
に
よ
る
使
用
収
益
権
能
を
制
限
し
、
上
記
明
渡
請
求
を
正
当
化
す
る
だ
け
の
慣
習
が
あ
っ

た
こ
と
を
十
分
に
根
拠
付
け
る
こ
と
は
で
き
ず
、
上
記
認
定
を
左
右
し
な
い
。」

　

た
だ
し
こ
の
地
裁
判
決
は
、
地
役
入
会
権
に
基
づ
く
鍵
の
撤
去
請
求
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
認
め
て
い
る
。

　
「（
前
略
）
し
た
が
っ
て
、
原
告
の
地
役
入
会
権
に
は
、
大
門
池
の
池
水
を
耕
作
の
た
め
に
取
水
す
る
前
提
と
し
て
、
大
門
池
の
開
樋
（
大
門

池
外
の
水
路
へ
の
池
水
の
放
水
や
、
原
告
組
合
員
が
必
要
と
す
る
水
量
に
応
じ
た
開
樋
の
段
階
の
調
整
な
ど
を
含
む
。）
及
び
水
量
調
整
（
耕
作
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に
お
い
て
大
量
の
水
が
必
要
に
な
る
時
期
や
、
複
数
の
原
告
組
合
員
の
農
作
業
が
集
中
す
る
と
見
込
ま
れ
る
時
期
に
備
え
、
貯
水
し
て
お
く
こ

と
な
ど
）
を
、
被
告
の
関
与
な
く
原
告
の
裁
量
に
お
い
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
権
能
が
、
慣
習
に
よ
っ
て
ふ
く
ま
れ
て
い
た
も
の
と
認
め
ら
れ

る
。

　

し
た
が
っ
て
、
原
告
の
地
役
入
会
権
に
は
、
大
門
池
の
池
水
を
耕
作
の
た
め
に
取
水
す
る
前
提
と
し
て
、
大
門
池
の
開
樋
（
大
門
池
害
の
水

路
へ
の
池
水
の
放
水
や
、
原
告
組
合
員
が
必
要
と
す
る
水
量
に
応
じ
た
開
樋
の
段
階
の
調
整
な
ど
を
含
む
。）
及
び
水
量
調
整
（
耕
作
に
お
い
て

大
量
の
水
が
必
要
に
な
る
時
期
や
、
複
数
の
原
告
組
合
員
の
農
作
業
が
集
中
す
る
と
見
込
ま
れ
る
時
期
に
備
え
、
貯
水
し
て
お
く
こ
と
な
ど
）

を
、
被
告
の
関
与
な
く
原
告
の
裁
量
に
お
い
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
権
能
が
、
慣
習
に
拠
っ
て
含
ま
れ
て
い
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。

　
（
前
略
）
原
告
は
、
地
役
入
会
権
に
基
づ
き
、
本
来
、
原
告
が
被
告
の
関
与
な
く
自
由
に
開
樋
や
水
量
調
整
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
権
能
を
有

し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
被
告
が
、
大
門
池
の
開
樋
及
び
そ
の
水
量
調
整
を
行
う
の
に
必
要
な
設
備
で
あ
る
樋
に
鍵
①
や
鍵
②
を
設
置
し
、
原

告
の
操
作
を
妨
げ
、
被
告
に
依
頼
し
な
い
限
り
、
開
樋
や
水
量
調
整
を
行
え
な
い
状
態
に
し
て
い
る
こ
と
は
、
上
記
内
容
の
原
告
の
地
役
入
会

権
に
対
す
る
侵
害
行
為
で
あ
る
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
原
告
は
、
被
告
に
対
し
、
地
役
入
会
権
に
基
づ
く
妨
害
排
除
請
求
と
し
て
、
大
門
池
の
入
口
扉
（
鍵
①
）
及
び
樋
の
ハ
ン
ド

ル
（
鍵
②
）
に
設
置
さ
れ
た
鍵
の
撤
去
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。」

〔
地
裁
判
決
に
対
す
る
筆
者
の
コ
メ
ン
ト
〕

　

本
判
決
を
通
読
し
て
感
ぜ
ら
れ
る
の
は
、
前
訴
に
お
い
て
原
告
が
地
役
入
会
権
を
有
す
る
こ
と
が
す
で
に
確
定
し
て
い
る
か
ら
、
こ
れ
を
前

提
と
し
た
う
え
で
、
い
か
に
そ
の
権
能
の
範
囲
を
狭
め
る
か
に
腐
心
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
地
裁
に
お
い
て
は
、
原
告
の
有
す
る

地
役
入
会
権
は
、
た
だ
た
だ
水
田
耕
作
に
資
す
る
た
め
池
の
水
を
利
用
す
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
「
利
水
」
機
能
の
み
に
止
め
よ
う
と
し
て
い
る
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の
で
あ
る
。

　

そ
の
第
一
の
あ
ら
わ
れ
が
、
地
役
入
会
権
を
単
な
る
利
用
権
の
範
疇
に
と
ど
め
る
解
釈
で
あ
る
。

　

ま
ず
判
決
が
述
べ
る
一
般
論
「
地
役
入
会
権
の
内
容
は
、
各
地
方
の
慣
習
に
従
う
ほ
か
、
民
法
の
地
役
権
に
関
す
る
規
定
が
準
用
さ
れ
る
と

こ
ろ
（
民
法
二
九
四
条
）、
地
役
権
に
は
、
土
地
所
有
者
に
よ
る
使
用
収
益
権
能
を
全
面
的
な
い
し
広
範
囲
に
制
限
す
る
性
質
は
、
当
然
に
は
認

め
ら
れ
な
い
」
が
き
わ
め
て
問
題
で
あ
る
。

　

前
半
部
分
は
、
民
法
二
九
四
条
の
規
定
を
祖
述
す
る
だ
け
で
あ
る
か
ら
、
問
題
は
な
い
。
し
か
し
、
後
半
部
分
に
な
る
と
、
い
つ
の
間
に
か

共
有
の
性
質
を
有
し
な
い
入
会
権
（
＝
地
役
入
会
権
）
を
地
役
権
と
同
一
視
し
て
、
地
役
入
会
権
の
権
能
を
地
役
権
の
権
能
に
す
り
替
え
て
論

じ
て
い
る
。
民
法
二
九
四
条
の
規
定
に
よ
れ
ば
、
共
有
の
性
質
を
有
し
な
い
入
会
権
の
第
一
次
法
源
は
「
各
地
方
の
慣
習
」
で
あ
り
、
当
該
地

方
に
該
当
す
る
慣
習
が
存
在
し
な
い
と
き
地
役
権
の
規
定
が
「
準
用
」
さ
れ
る
に
す
ぎ
な
い
。
当
該
地
方
の
慣
習
を
精
査
す
る
こ
と
な
く
、
地

役
権
の
規
定
に
依
拠
し
て
安
易
に
判
断
し
よ
う
と
す
る
態
度
は
、
民
法
学
の
解
釈
論
と
し
て
明
ら
か
に
誤
り
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
原
告
の
明
け
渡
し
要
求
を
認
め
ら
れ
る
か
ど
う
か
の
基
準
と
し
て
述
べ
た
「
原
告
の
地
役
入
会
権
に
つ
い
て
、
原
告
と
被
告
と
の
特

段
の
合
意
が
な
く
と
も
当
然
に
、
被
告
の
本
件
土
地
に
対
す
る
使
用
収
益
権
能
を
制
限
し
、
上
記
明
渡
請
求
を
正
当
化
す
る
だ
け
の
慣
習
が
存

在
す
る
と
認
め
ら
れ
る
か
否
か
に
よ
っ
て
決
す
べ
き
」
と
い
う
文
章
は
、
何
度
読
ん
で
も
そ
の
意
味
を
理
解
し
え
な
い
き
わ
め
て
奇
妙
な
文
章

で
あ
る
。
本
件
に
お
い
て
は
、
す
で
に
特
段
の
合
意
（
契
約
書
）
が
存
在
し
た
こ
と
が
周
知
の
事
実
と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
賃
貸
人
は
水

利
組
合
で
あ
り
、
市
が
賃
借
人
と
な
っ
て
い
る
。
被
告
た
る
市
は
、
原
告
水
利
組
合
が
本
件
土
地
を
賃
貸
す
べ
き
法
的
地
位
に
あ
る
こ
と
を
承

認
し
た
う
え
で
こ
の
賃
貸
借
契
約
を
締
結
し
て
、
は
じ
め
て
本
件
土
地
の
使
用
収
益
権
を
得
た
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
逆
で
は
な
い
。
要
す
る
に

裁
判
所
と
し
て
は
、
こ
の
契
約
書
が
有
効
に
存
在
す
る
と
困
る
か
ら
、
こ
の
特
段
の
合
意
を
な
き
も
の
に
し
て
考
え
よ
う
と
言
っ
て
い
る
の
で
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あ
る
。
も
し
本
当
に
こ
の
契
約
書
を
な
き
も
の
に
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
こ
の
契
約
は
無
効
で
あ
る
と
言
い
切
っ
て
も
い
い
の
で
あ
る
が
、
そ
こ

ま
で
の
蛮
勇
は
持
て
な
い
の
で
、
こ
の
あ
と
の
箇
所
で
、「（
本
件
賃
貸
借
契
約
は
）
池
水
の
貯
水
量
が
減
少
す
る
こ
と
に
対
す
る
補
償
の
趣
旨

で
な
さ
れ
た
も
の
と
解
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る（17
）」
と
、
き
わ
め
て
自
信
の
な
い
言
い
廻
し
で
辻
褄
を
合
わ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
前
訴
大
阪
高
裁
判
決
は
、
原
告
の
地
役
入
会
権
に
は 「
そ
の
池
水
の
利
用
の
範
囲
で
他
人
に
こ
れ
を
得
さ
せ
る
と
き
に
は
利
用

権
を
設
定
し
た
上
、
そ
の
対
価
を
収
受
す
る
」
慣
習
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
認
定
し
て
い
た
か
ら
、
本
判
決
は
、
被
告
が
賃
貸
借
契
約
の
更

新
な
し
に
（
す
な
わ
ち
賃
借
料
の
支
払
い
な
し
に
）
駐
車
場
用
地
を
利
用
で
き
る
と
い
う
結
論
を
導
く
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
技
巧
を
労
し
て

い
る
。
第
一
に
、
昭
和
五
九
年
以
来
の
近
々
の
慣
習
で
あ
る
こ
と（18
）、
第
二
に
、
こ
の
契
約
に
も
と
づ
い
て
支
払
わ
れ
た
金
員
は
賃
借
料
で
は
な

く
、「
池
水
の
貯
水
量
が
減
少
す
る
こ
と
に
対
す
る
補
償
の
趣
旨
」
で
な
さ
れ
た
も
の
と
解
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
と
の
レ
ト
リ
ッ
ク
で
あ
る
。

し
か
し
こ
れ
は
単
な
る
「
推
論
」
に
過
ぎ
な
い
。
民
事
裁
判
に
お
い
て
、
当
事
者
の
権
利
関
係
を
証
拠
づ
け
る
契
約
文
書
に
つ
い
て
、
こ
れ
を

当
該
文
書
の
文
言
を
離
れ
て
別
の
趣
旨
に
読
み
か
え
る
べ
き
で
あ
る
と
の
論
断
は
、
軽
々
に
は
で
き
な
い
は
ず
で
あ
る
。
本
件
の
場
合
、
賃
貸

借
契
約
書
の
文
言
を
離
れ
て
、
こ
れ
を
補
償
の
趣
旨
の
契
約
で
あ
る
と
す
る
た
め
に
は
、
そ
れ
相
応
の
論
拠
が
必
要
で
あ
ろ
う
。「
解
す
る
こ
と

も
可
能
で
あ
る
」
旨
の
文
言
は
、
そ
の
論
拠
も
示
せ
ず
論
証
も
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
糊
塗
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
そ
し
て
第
三
が
、
大

門
池
と
新
池
の
分
離
論
で
あ
る
。「
入
会
地
を
第
三
者
に
用
益
さ
せ
る
利
用
形
態
も
事
実
と
し
て
行
わ
れ
て
い
た
」
大
門
池
と
、
本
件
駐
車
場
が

設
置
さ
れ
て
い
る
新
池
は
、「
あ
く
ま
で
、
別
個
の
溜
池
で
あ
る
」
と
し
て
、
前
者
に
契
約
利
用
形
態
の
慣
習
が
認
め
ら
れ
る
か
ら
と
い
っ
て
、

後
者
に
は
こ
れ
を
認
め
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
が
、
い
か
に
も
苦
し
い
。
両
池
は
同
じ
水
利
組
合
の
管
理
の
も
と
に
維
持
さ
れ
て
き
た
の
で
あ

る
し
、「
近
隣
に
位
置
し
、
水
路
に
よ
っ
て
接
続
し
て
い
る
」
こ
と
を
本
判
決
も
認
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
高
裁
段
階
に
は
い
っ
て
原
告
水
利

組
合
側
の
反
論
を
受
け
た
か
ら
で
あ
ろ
う
か
、
こ
の
両
池
分
離
論
は
、
高
裁
判
決
で
は
全
く
ふ
れ
ら
れ
な
く
な
る
の
で
あ
る
。
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最
後
に
被
告
が
勝
手
に
付
け
か
え
た
鍵
に
つ
い
て
、
こ
れ
の
撤
去
を
命
じ
た
部
分
は
、
き
わ
め
て
納
得
で
き
る
論
述
で
あ
る
。
こ
の
部
分
は
、

本
判
決
に
た
ず
さ
わ
っ
た
裁
判
官
の
一
片
の
良
心
を
示
し
た
も
の
と
評
価
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　

②
大
阪
高
裁
判
決
（
令
和
元
（
二
〇
一
五
）
年
一
二
月
一
三
日
）

　

前
記
和
歌
山
地
裁
の
判
決
に
対
し
、
原
・
被
告
と
も
に
控
訴
し
た
。
被
告
岩
出
市
の
控
訴
は
、
被
告
敗
訴
部
分
＝
鍵
の
撤
去
請
求
が
認
め
ら

れ
た
こ
と
の
取
り
消
し
を
求
め
た
も
の
で
あ
る
。

　

令
和
元
（
二
〇
一
五
）
年
一
二
月
一
三
日　

大
阪
高
裁
で
言
い
渡
さ
れ
た
判
決
は
、
原
告
控
訴
を
棄
却
す
る
と
と
も
に
、
被
告
敗
訴
部
分
を

取
消
す
と
の
判
断
で
あ
っ
た
。

　

ま
ず
判
決
は
、
地
役
入
会
権
の
内
容
に
関
し
て
、
前
記
和
歌
山
地
裁
の
一
般
論
を
繰
り
返
す
。「
地
役
入
会
権
の
内
容
は
、
各
地
方
の
慣
習
に

従
う
ほ
か
、
民
法
の
地
役
権
に
関
す
る
規
定
が
準
用
さ
れ
る
と
こ
ろ
（
民
法
二
九
四
条
）、
地
役
権
に
は
、
土
地
所
有
者
に
よ
る
使
用
収
益
権
能

を
全
面
的
な
い
し
広
範
囲
に
制
限
す
る
性
質
は
、
当
然
に
は
認
め
ら
れ
な
い
」
と
。
し
た
が
っ
て
、「
1
審
原
告
の
地
役
入
会
権
に
基
づ
く
明
渡

請
求
が
認
め
ら
れ
る
か
否
か
は
、
1
審
原
告
の
地
役
入
会
権
に
つ
い
て
、
1
審
原
告
と
1
審
被
告
と
の
特
段
の
合
意
が
な
く
と
も
当
然
に
、
慣

習
上
、
1
審
被
告
が
本
件
土
地
を
駐
車
場
と
し
て
使
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
1
審
原
告
の
地
役
入
会
権
が
侵
害
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
か
否
か

に
よ
っ
て
決
す
べ
き
で
あ
る
」
と
原
審
の
記
述
を
く
り
返
し
、
こ
の
よ
う
な
慣
習
が
存
在
し
た
か
ど
う
か
の
検
討
に
移
っ
て
い
る
。
こ
こ
ま
で

原
審
を
踏
襲
し
な
が
ら
、
高
裁
判
決
は
地
裁
判
決
の
両
池
分
離
論
は
ま
っ
た
く
援
用
せ
ず
別
の
ル
ー
ト
に
踏
み
込
ん
で
い
く
。

　

そ
し
て
判
決
は
、
慣
習
の
有
無
に
つ
い
て
つ
ぎ
の
よ
う
な
判
断
を
展
開
す
る
。

　
「（
前
略
）
他
方
、
そ
れ
ら
水
利
集
団
に
お
け
る
取
決
め
は
、
大
門
池
の
水
利
に
関
す
る
事
項
に
限
ら
れ
て
お
り
、
費
用
を
負
担
し
て
維
持
管
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理
し
て
い
た
の
も
本
件
両
溜
池
の
取
水
の
た
め
の
諸
施
設
の
維
持
や
取
水
・
利
水
の
た
め
の
費
用
に
と
ど
ま
る
。
確
か
に
、
1
審
原
告
は
、
大

門
池
の
堤
体
工
事
の
地
元
負
担
金
を
負
担
し
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
を
敷
設
し
、
草
刈
り
を
す
る
な
ど
、
堤
体
の
関
係
に
も
一
定
の
費
用
を
支
出
し

て
い
る
。
し
か
し
、
前
二
者
は
一
時
的
、
部
分
的
な
も
の
で
あ
り
、
草
刈
り
も
池
水
の
取
水
・
利
水
を
適
切
に
維
持
す
る
た
め
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
か
ら
、
池
水
の
利
用
に
必
要
な
範
囲
を
超
え
て
、
溜
池
そ
れ
自
体
の
底
地
の
管
理
と
か
、
溜
池
と
一
体
を
な
す
堤
体
、
堤
塘
全
体
の
排

他
的
管
理
に
及
ぶ
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。
こ
れ
ら
か
ら
す
る
と
、
原
告
の
有
す
る
地
役
入
会
権
は
、
本
件
両
溜
池
の
水
の
利
用
に
つ
い
て
認
め

ら
れ
て
き
た
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
に
必
要
な
範
囲
で
の
使
用
を
超
え
て
、
溜
池
や
堤
体
、
堤
塘
を
排
他
的
に
占
有
し
、
支
配
す
る
権
能
を
含

む
慣
習
が
存
在
す
る
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。

　

こ
れ
に
対
し
、
1
審
原
告
は
、
そ
の
地
役
入
会
権
に
つ
い
て
、
本
件
両
溜
池
の
池
水
の
利
用
を
越
え
て
、
溜
池
や
堤
防
敷
地
を
第
三
者
に
賃

貸
す
る
契
約
的
利
用
の
形
態
も
慣
習
と
な
っ
て
い
る
と
主
張
す
る
。（
前
略
）
し
か
し
、
釣
り
堀
、
貸
し
ボ
ー
ト
及
び
養
漁
場
と
し
て
の
賃
貸
は
、

地
役
目
的
で
あ
る
灌
漑
用
水
と
し
て
の
利
用
を
害
し
な
い
範
囲
で
本
件
両
溜
池
の
池
水
を
釣
堀
業
者
等
に
利
用
さ
せ
、
そ
の
収
入
を
1
審
原
告

の
運
営
の
経
費
に
充
て
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
池
水
の
副
次
的
利
用
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
っ
て
、
堤
体
、
堤
塘
の
利
用
に
及
ぶ
も
の
で

は
な
い
。（
中
略
）
1
審
原
告
に
よ
る
こ
の
よ
う
な
利
用
に
つ
い
て
1
審
被
告
が
何
ら
異
議
を
述
べ
て
来
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
こ
と
か
ら

直
ち
に
1
審
原
告
の
地
役
入
会
権
が
池
水
の
利
用
と
無
関
係
に
溜
池
や
堤
体
、
堤
塘
を
排
他
的
に
占
有
し
、
支
配
す
る
権
能
を
含
む
も
の
と
な
っ

た
と
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
（
前
略
）
し
か
し
本
件
賃
貸
借
契
約
は
、
本
件
土
地
の
造
成
の
た
め
に
、
新
池
の
約
半
分
が
埋
め
立
て
ら
れ
る
こ
と
を
き
っ
か
け
に
締
結
さ
れ

た
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
以
後
、
賃
料
名
下
に
合
計
4
7
0
0
万
円
の
金
員
が
支
払
わ
れ
た
こ
と
か
ら
す
る
と
、
1
審
原
告
が
地
役
入
会
権
に

基
づ
い
て
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
池
水
の
貯
水
量
が
減
少
す
る
こ
と
に
対
す
る
補
償
の
趣
旨
で
な
さ
れ
た
も
の
と
解
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
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る
。（
中
略
）
し
た
が
っ
て
、
本
件
賃
貸
借
契
約
の
締
結
の
事
実
に
よ
っ
て
も
、
1
審
原
告
の
地
役
入
会
権
が
、
本
件
両
溜
池
の
水
利
に
必
要
な

範
囲
で
の
利
用
を
超
え
て
、
溜
池
や
堤
体
、
堤
塘
を
排
他
的
に
占
有
し
、
支
配
す
る
権
能
を
含
む
慣
習
が
存
在
す
る
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。（
後

略
）

　

1
審
原
告
の
入
会
権
が
本
件
両
溜
池
の
池
水
の
利
用
を
超
え
て
、
溜
池
の
土
地
（
底
地
、
堤
体
、
堤
塘
）
の
排
他
的
な
占
有
使
用
に
ま
で
及

ぶ
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
共
有
の
性
質
を
有
す
る
入
会
権
（
共
有
入
会
権
）
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
と
こ
ろ
、
前
訴
に
お
い
て
1

審
原
告
の
共
有
入
会
権
の
主
張
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
は
、
前
記
の
と
お
り
で
あ
る
。」

〔
高
裁
判
決
に
対
す
る
筆
者
の
コ
メ
ン
ト
①
〕

　

判
決
の
論
理
を
要
約
す
る
と
、〔
原
告
ら
の
入
会
権
は
、
共
有
入
会
権
で
は
な
く
、
地
役
入
会
権
で
あ
る
↓
地
役
入
会
の
権
能
は
水
の
利
用
に

限
定
さ
れ
る
↓
水
の
利
用
を
越
え
て
堤
体
・
堤
塘
の
管
理
に
及
ぶ
と
す
れ
ば
そ
れ
は
地
役
入
会
権
で
は
な
く
共
有
入
会
権
で
あ
る
↓
原
告
ら
の

入
会
権
は
共
有
入
会
権
で
は
な
く
、
地
役
入
会
権
で
あ
る
と
前
審
で
認
定
さ
れ
た
↓
…
…
〕
と
、
見
事
な
循
環
論
法
を
提
示
し
て
い
る
。
本
件

の
慣
習
を
検
討
す
る
と
は
い
う
も
の
の
、〔
大
門
池
の
堤
体
工
事
の
地
元
負
担
金
の
負
担
や
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
敷
設
は
、
一
時
的
・
部
分
的
な

も
の
で
あ
る
〕〔
草
刈
り
も
池
水
の
取
水
・
利
水
の
維
持
の
た
め
で
あ
る
〕〔
釣
り
堀
・
貸
し
ボ
ー
ト
・
養
漁
場
と
し
て
の
賃
貸
は
、
池
水
の
副

次
的
利
用
で
あ
る
〕
と
、
す
べ
て
「
水
の
利
用
」
カ
テ
ゴ
リ
ー
内
に
収
め
て
処
理
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
で
は
、「
池
水
の
維
持
」
の
た
め
で
も

な
く
、
そ
の
「
一
時
的
・
部
分
的
利
用
」
で
も
「
副
次
的
利
用
」
で
も
な
い
、
本
件
賃
貸
借
契
約
に
つ
い
て
判
決
は
何
と
述
べ
て
い
る
か
、「
池

水
の
貯
水
量
が
減
少
す
る
こ
と
に
対
す
る
補
償
の
趣
旨
で
な
さ
れ
た
も
の
と
解
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
」
と
の
前
審
の
根
拠
薄
弱
な
「
推
論
」

を
く
り
返
す
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
こ
の
高
裁
判
決
は
、
前
記
鍵
の
撤
去
問
題
に
つ
い
て
、
驚
く
べ
き
論
理
を
展
開
す
る
。
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「（
前
略
）
し
た
が
っ
て
、
1
審
原
告
の
地
役
入
会
権
に
は
、
大
門
池
の
池
水
を
耕
作
の
た
め
に
取
水
す
る
前
提
と
し
て
、
大
門
池
の
水
量
調

節
を
行
う
権
能
が
慣
習
に
よ
っ
て
含
ま
れ
て
き
た
と
認
め
ら
れ
る
。

　

一
方
、（
中
略
）
豪
雨
等
に
よ
り
溢
水
や
堤
防
の
決
壊
が
生
じ
た
場
合
は
、
付
近
住
民
や
公
共
施
設
に
大
き
な
被
害
が
生
じ
る
こ
と
に
な
る
。

そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
被
害
の
発
生
を
防
止
す
べ
き
第
一
義
的
な
責
任
は
、
住
民
の
安
全
を
守
る
責
務
を
負
う
地
方
自
治
体
で
あ
る
と
と
も
に
、

本
件
両
溜
池
の
所
有
者
と
し
て
そ
の
管
理
責
任
を
負
う
1
審
被
告
に
あ
る
。（
中
略
）
し
た
が
っ
て
、
1
審
被
告
が
大
門
池
の
水
位
調
整
を
直
接

管
理
す
る
必
要
性
は
高
く
、
特
に
震
災
や
豪
雨
災
害
の
危
険
性
が
高
ま
り
、
住
民
の
防
災
意
識
や
権
利
意
識
も
高
ま
っ
て
い
る
近
年
の
情
況
の

下
に
お
い
て
は
、
1
審
被
告
が
大
門
池
の
水
位
調
整
を
直
接
管
理
す
る
必
要
性
は
以
前
に
も
増
し
て
高
ま
っ
て
い
る
と
い
え
る
。（
中
略
）

　

ま
た
、
1
審
原
告
は
、
1
審
原
告
は
古
来
よ
り
本
件
両
溜
池
を
適
切
に
管
理
し
て
お
り
管
理
能
力
が
あ
る
と
主
張
す
る
が
、
1
審
原
告
が
行
っ

て
き
た
管
理
は
水
利
の
た
め
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
防
災
上
の
管
理
に
つ
い
て
1
審
原
告
が
1
審
被
告
よ
り
も
適
切
に
行
い
得
る
と
は
認
め
が

た
い
。（
中
略
）

　

以
上
の
と
お
り
、
1
審
原
告
の
地
役
入
会
権
に
は
大
門
池
の
水
量
調
節
を
行
う
権
能
が
含
ま
れ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
一
方
、
1
審
被
告
に

は
大
門
池
の
所
有
者
と
し
て
の
溢
水
等
に
よ
る
周
辺
住
民
の
被
害
を
防
止
す
る
た
め
に
水
位
調
整
を
行
う
権
限
と
責
任
が
あ
る
。
ま
た
、
大
門

池
の
現
在
の
樋
は
1
審
被
告
が
設
置
し
た
施
設
で
あ
り
、
そ
の
管
理
の
責
任
も
1
審
被
告
に
あ
る
。
1
審
原
告
が
行
う
大
門
池
の
水
量
調
整
と

1
審
被
告
が
行
う
水
位
調
整
と
は
、
そ
の
目
的
を
異
に
し
て
お
り
、
前
者
の
権
能
が
当
然
に
後
者
に
優
先
す
る
と
は
い
え
な
い
。（
中
略
）
し
た

が
っ
て
、
地
役
入
会
権
に
基
づ
く
大
門
池
の
樋
の
鍵
の
撤
去
請
求
は
理
由
が
な
い
。

〔
高
裁
判
決
に
対
す
る
筆
者
の
コ
メ
ン
ト
②
〕

　

こ
の
判
決
は
、
大
門
池
の
現
在
の
樋
お
よ
び
そ
れ
に
つ
け
ら
れ
た
鍵
は
岩
出
市
が
設
置
し
た
施
設
と
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
、
原
告
が
設
置
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し
た
も
の
を
そ
の
承
諾
な
し
に
不
当
に
も
取
り
壊
し
て
設
置
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
至
る
過
程
と
し
て
、
大
門
池
の
樋
の
鍵
の
取
り
換
え

が
あ
っ
た
。
こ
れ
に
関
し
、
前
訴
大
阪
高
裁
判
決
は
、「
予
備
鍵
が
賃
借
人
で
あ
っ
た
釣
堀
業
者
に
お
い
て
保
管
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
奇
貨
と
し

て
1
審
被
告
岩
出
市
が
鍵
を
交
換
し
て
し
ま
っ
た
」
と
認
定
し
て
い
る
。
近
代
法
の
大
原
則
の
一
つ
に
、「
自
力
救
済
の
禁
止
」
と
い
う
原
則
が

あ
る
。
仮
に
溜
池
の
所
有
権
が
被
告
岩
出
市
に
あ
り
、
原
告
水
利
組
合
の
権
利
は
地
役
入
会
権
に
と
ど
ま
る
と
し
て
も
（
こ
の
点
は
当
時
係
争

中
で
あ
っ
た
）、
自
己
を
所
有
者
で
あ
る
と
信
じ
る
市
が
、
原
告
に
お
い
て
平
穏
に
占
有
し
管
理
し
て
き
た
水
利
組
合
の
鍵
を
強
引
に
撤
去
し
こ

れ
を
新
し
い
鍵
に
よ
っ
て
置
き
換
え
て
よ
い
は
ず
は
な
い
。
判
決
は
行
政
体
と
し
て
の
防
災
上
の
責
務
を
理
由
に
あ
げ
る
が
、
防
災
上
の
責
務

が
あ
れ
ば
法
的
手
段
に
よ
ら
ず
実
力
行
使
し
て
よ
い
と
い
う
結
論
に
は
な
ら
な
い
。
岩
出
市
の
行
為
は
、
地
方
行
政
体
で
あ
れ
ば
法
を
踏
み
に

じ
っ
て
も
か
ま
わ
な
い
と
い
う
態
度
に
他
な
ら
ず
、
こ
れ
を
容
認
し
た
高
裁
判
決
は
行
政
体
の
意
向
を
そ
の
ま
ま
貫
徹
さ
せ
よ
う
と
す
る
権
威

主
義
的
忖
度
に
も
と
づ
く
判
決
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　

③
最
高
裁
第
二
小
法
廷
決
定　
（
令
和
二
（
二
〇
二
〇
）
年
一
〇
月
二
日
））

　

原
告
は
上
告
し
た
が
、
最
高
裁
か
ら
、
上
告
事
件
と
し
て
受
理
し
な
い
旨
の
通
知
が
あ
っ
た
。
本
決
定
は
「
本
件
上
告
の
理
由
は
、
違
憲
を

い
う
が
、
そ
の
実
質
は
事
実
誤
認
又
は
単
な
る
法
令
違
反
を
主
張
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
明
ら
か
に
上
記
各
項
に
規
定
す
る
事
由
に
該
当
し
な

い
」
と
だ
け
記
し
た
い
わ
ゆ
る
三
下
り
半
判
決
で
あ
っ
た
。

（
1
）　
『
修
道
法
学
』
第
四
〇
巻
第
一
号
、
二
〇
一
七
年
。

（
2
）　

森
林
経
営
管
理
法
に
つ
い
て
は
多
く
の
論
考
が
存
在
す
る
が
、
こ
こ
で
は
三
木
敦
朗
「
森
林
経
営
管
理
法
の
課
題
と
入
会
林
野
・
生
産
森
林
組
合
」
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和
歌
山
県
岩
出
市
大
門
池
訴
訟
の
総
括
的
検
討
（
一
）（
矢
野
） 

 

（

　
　
　）

二
三
二

七
一
〇

（
中
日
本
入
会
林
野
研
究
会
『
入
会
林
野
研
究
』
第
三
九
号
、
二
〇
一
九
年
）
を
あ
げ
て
お
こ
う
。

（
3
）　

こ
の
法
に
つ
い
て
も
多
く
の
研
究
が
存
在
す
る
が
、
高
村
学
人
「
所
有
者
不
明
土
地
問
題
と
入
会
権
―
―
表
題
部
所
有
者
不
明
土
地
の
登
記
及
び
管

理
の
適
正
化
法
の
実
施
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
―
―
」（
中
日
本
入
会
林
野
研
究
会
『
入
会
林
野
研
究
』
第
四
〇
号
、
二
〇
二
〇
年
）
を
あ
げ
て
お
く
。
な

お
私
は
こ
の
論
文
の
コ
メ
ン
ト
「
表
題
部
所
有
者
不
明
土
地
適
正
化
法
の
投
げ
か
け
る
問
題
―
―
高
村
学
人
氏
の
問
題
提
起
に
接
し
て
」
を
（
中
日
本

入
会
林
野
研
究
会
『
入
会
林
野
研
究
』
第
四
一
号
、
二
〇
二
一
年
）
に
寄
稿
し
た
。

（
4
）　

な
お
私
は
、「
入
会
権
確
認
訴
訟
に
お
け
る
最
近
の
動
向
―
―「
固
有
必
要
的
共
同
訴
訟
論
」
見
直
し
最
高
裁
判
決
御
に
お
け
る
―
―
」（『
修
道
法
学
』

第
三
六
巻
第
一
号
、
二
〇
一
三
年
）
に
お
い
て
、
本
件
訴
訟
が
ま
だ
終
局
に
至
ら
な
い
中
間
的
段
階
に
お
い
て
本
件
訴
訟
の
状
況
を
紹
介
し
た
。
ま
た

西
洋
「
市
所
有
名
義
の
入
会
溜
池
所
有
権
の
帰
属
」（
中
尾
英
俊
・
江
渕
武
彦
編
著
『
コ
モ
ン
ズ
訴
訟
と
環
境
保
全
―
―
入
会
裁
判
の
現
場
か
ら
―
―
』

法
律
文
化
社
、
二
〇
一
五
年
・
所
収
）
も
本
訴
訟
の
全
貌
を
紹
介
し
て
い
る
。
併
せ
て
参
照
い
た
だ
け
れ
ば
、
幸
い
で
あ
る
。

（
5
）　

根
来
寺
の
歴
史
に
つ
い
て
は
、
中
川
委
紀
子
『
根
来
寺
を
解
く
』（
朝
日
選
書
、
二
〇
一
四
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
6
）　

大
門
池
・
新
池
の
築
造
は
、
根
来
寺
蔵
「
根
来
寺
伽
藍
古
絵
図
」
等
か
ら
一
五
世
紀
こ
ろ
と
み
ら
れ
る
。

（
7
）　

以
上
の
数
字
は
、
明
治
期
の
土
地
台
帳
に
よ
る
（
た
だ
し
メ
ー
ト
ル
法
に
修
正
し
て
い
る
）

（
8
）　

藩
政
期
に
お
け
る
、
大
門
池
の
支
配
進
退
を
物
語
る
史
料
と
し
て
、
梅
田
志
保
「
根
来
寺
周
辺
の
荘
園
と
開
発
」（『
中
世
根
来
の
内
と
外
』
二
〇
〇

九
年
）、
同
「
大
門
池
・
住
持
池
に
関
す
る
新
史
料
」（
和
歌
山
地
方
史
研
究
会
編
『
和
歌
山
地
方
史
研
究
』
五
〇
号
、
二
〇
〇
九
年
）
は
、
享
保
六

（
一
七
二
一
）
年
「
奉
願
口
上
覚
」、
享
保
一
一
（
一
七
二
六
）
年　
「
大
門
池
水
定
書
」
の
二
史
料
を
紹
介
し
て
い
る
。

（
9
）　

本
件
水
利
集
団
は
、
江
戸
期
の
四
ヵ
村
（
西
坂
本
村
、
森
村
、
堀
口
村
、
川
尻
村
）
を
基
盤
と
す
る
が
、
明
治
期
に
は
「
大
門
池
下
聯
合
」
と
称
し
、

の
ち
昭
和
五
二
年
「
大
門
池
・
新
池
両
溜
池
水
利
組
合
」
を
設
立
し
た
。

（
10
）　

明
治
五
（
一
八
七
二
）
年
壬
申
地
券
の
段
階
で
は
、
両
池
は
「
村
持
公
有
地
」
に
該
当
し
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
明
治
六
年

以
降
の
地
租
改
正
、
そ
の
後
の
明
治
七
（
一
八
七
四
）
年
「
地
所
名
称
区
分
改
正
」（
太
政
官
布
告
一
二
〇
号
）
に
よ
っ
て
、
公
有
地
の
名
称
は
廃
止

さ
れ
、
官
有
地
も
し
く
は
民
有
地
の
い
ず
れ
か
に
区
分
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
（
官
民
有
区
分
）。
両
池
に
関
し
て
確
か
な
こ
と
は
、
官
民
有
区
分
の

結
果
「
官
有
地
」
に
認
定
さ
れ
た
こ
と
の
み
で
あ
る
。

（
11
）　

両
池
の
官
有
地
編
入
が
妥
当
な
措
置
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
の
問
題
は
残
る
が
、
こ
れ
を
解
明
す
る
こ
と
は
将
来
の
課
題
と
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
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（
12
）　

本
件
溜
池
の
近
隣
に
所
在
し
官
有
地
に
区
分
さ
れ
て
い
た
住
持
池
お
よ
び
中
左
近
池
の
敷
地
は
、
大
正
一
一
年
三
月
二
三
日
付
け
で
国
か
ら
「
根
来

村
山
崎
村
住
持
中
左
近
両
溜
池
普
通
水
利
組
合
」
に
贈
与
が
な
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
口
の
池
、
中
の
池
お
よ
び
奧
の
池
の
敷
地
は
、
同
年
四
月
四
日

付
け
で
「
山
田
普
通
水
利
組
合
」
に
贈
与
が
な
さ
れ
て
い
る
。

（
13
）　

本
判
決
で
は
、
昭
和
四
一
年
一
一
月
二
五
日
の
最
高
裁
判
決
を
先
例
と
し
て
引
用
す
る
。

（
14
）　

最
高
裁
は
、
鹿
児
島
県
西
之
表
市
馬
毛
島
の
漁
業
用
地
を
め
ぐ
る
事
件
に
お
い
て
、
入
会
権
確
認
訴
訟
が
固
有
必
要
的
共
同
訴
訟
で
あ
る
こ
と
は
維

持
し
つ
つ
、
権
利
者
全
員
が
原
告
に
名
を
連
ね
る
必
要
は
な
く
、
原
告
も
し
く
は
被
告
の
ど
ち
ら
か
に
は
い
っ
て
い
れ
ば
要
件
を
み
た
し
て
い
る
と
し

た
。
本
件
は
、
そ
の
後
同
種
の
多
数
当
事
者
訴
訟
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
・
ケ
ー
ス
と
な
っ
た
。

（
15
）　

本
文
書
に
は
、
年
月
日
の
記
載
が
な
い
が
、
平
成
二
五
（
二
〇
一
三
）
年
七
月
二
二
日
の
提
案
と
考
え
ら
れ
る
。

（
16
）　

こ
の
鍵
と
は
、
原
告
水
利
組
合
が
水
量
調
整
の
た
め
に
大
門
池
に
樋
を
設
け
、
管
理
し
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
岩
出
市
は
、
図
書
館
建
設
の
た
め
水

を
抜
い
て
工
事
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
釣
り
堀
業
者
が
保
持
し
て
い
た
予
備
鍵
を
利
用
し
て
池
の
水
を
抜
き
、
つ
い
に
は
組
合
の
設
置
し
た
鍵
を
破

壊
し
て
別
の
鍵
に
取
り
替
え
た
も
の
で
あ
る
。

（
17
）　
「
補
償
の
趣
旨
で
な
さ
れ
た
」
と
い
う
「
推
測
」
の
補
強
材
料
と
し
て
裁
判
所
は
、
被
告
が
「
本
件
図
書
館
建
設
の
際
も
、
大
門
池
の
貯
水
量
を
減

少
さ
せ
る
こ
と
を
根
拠
に
、
原
告
に
対
し
、
一
定
金
額
の
補
償
を
申
し
出
て
い
る
」
こ
と
を
あ
げ
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
補
償
額
の
提
示
は
、「
平
成

一
四
年
七
月
大
門
池
の
一
部
を
埋
め
立
て
て
、
図
書
館
を
建
設
す
る
計
画
を
立
て
」
た
時
で
あ
る
こ
と
を
判
決
は
認
定
し
て
い
る
。
ど
う
し
て
平
成
一

四
年
時
点
に
お
け
る
補
償
額
の
提
示
が
、
昭
和
五
九
年
一
二
月
に
結
ん
だ
賃
貸
借
契
約
（
こ
れ
は
平
成
六
年
に
も
更
新
さ
れ
て
い
る
）
の
契
約
意
思
の

「
推
定
」
の
根
拠
と
な
り
う
る
の
か
、
さ
っ
ぱ
り
分
か
ら
な
い
。

（
18
）　
「
昭
和
五
九
年
以
来
の
近
々
の
慣
習
で
あ
る
」
と
の
言
い
方
は
、
慣
習
と
認
定
す
る
に
は
経
過
年
月
が
短
い
と
の
含
意
に
聞
こ
え
る
。
で
は
何
年
経

過
す
れ
ば
、
慣
習
と
評
価
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
判
決
は
、
こ
れ
に
つ
い
て
何
も
言
及
し
な
い
の
で
あ
る
。




